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現在，地方自治体の厳しい財政状況の中，多く
の地方環境研究所は，組織のあり方，業務内容，
業務効率等の見直しを求められている。
これまでの地方環境研究所の業務は，試験検
査，調査研究，研修指導，情報管理等が中心で
あったが，今後はこれらの業務，機能を維持しつ
つ，地域課題への取組，危機管理への対応，精度
管理の充実，人材の育成について，重点的に取り
組む必要があると考えている。
環境問題は，地球温暖化，オゾン層の破壊と

いった地球規模の問題から廃棄物処理など身近な
問題，さらに環境ホルモン，生態系の破壊といっ
た問題まで多様化しており，このように複雑多様
化した問題を解決していくためには，行政の対応
も一層高度なものが要求される。これに対し，地
方環境研究所には，行政と一体になり施策に反映
される研究に取り組む機関であること，行政を科
学的・技術的に支援する中核組織であることが期
待されている。そのため，行政部門と意見や情報
の交換を密に行い，行政ニーズを汲み上げたうえ
で調査研究を企画・実施していく必要がある。一
方，得られた研究の成果から，これまで認識され
ていない地域特有の環境問題や新たな政策課題，
さらには科学的根拠に基づいた解決策を行政部門
に提言していくことも必要である。また，大学な
どの他機関の有識者等と情報交換することによ
り，外部機関等のニーズを把握することも重要で
ある。
危機管理の面では，事故等による環境汚染など
の緊急事態に迅速に対応して分析，原因の究明等
を行い，行政の対応を支援する役割がある。突発
的に地域の環境問題が発生したときに適切に対応

するため，必要な技術を維持し，即時に対応でき
る体制を整えておく必要がある。
多くの地方環境研究所が主に行っている試験検
査業務は，環境関係法令に基づいたモニタリング
や基準が遵守されているか確認するために実施さ
れているものであり，正確性，信頼性の高いデー
タを取り続けなければならない。また，近年では，
ダイオキシン類等極微量の化学物質について分析
が行われるようになってきたことや分析業務の民
間委託が進んできたことなどから，測定値に対す
る精度管理の充実が強く求められる。
最も重要な課題は，人材育成である。全国の地
方環境研究所では，昭和４０年代後半の公害問題が
ピークの時代に入所した職員が一斉に退職を迎え
る時期に来ており，これまで蓄積した技術や知
識，経験を引き継ぐことが重要である。当セン
ターにおいても，技術系の職員については５０代の
職員が８割以上を占める状況であり，分析技術や
ノウハウを継承し，後継者を育成することが緊急
の課題となっている。また，複雑多様化した環境
問題の解決を効率的に行うために，新たな分野の
研究者を育成するとともに，今後増加すると考え
られる他機関との共同研究を企画・進捗管理する
人材育成も大切である。さらに，保健所や行政関
係，民間検査機関の職員等に対して技術指導を行
う役割も忘れてはならない。
今後，地方環境研究所に求められているこれら
の役割，機能を十分認識し，取り組んでいくこと
が，さまざまな環境問題を解決することにつなが
り，地方環境研究所の存在価値を高めることにな
ると考える。
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